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第 1 章 序論 ―問題の所在― 

日本語教育は多様であると言われて久しい。これまで、これらの多様性に対応し、でき

る限りそれぞれの学習者の状況や目的に合った教育をすべく、カリキュラムや教授法、コ

ースデザインを工夫するなど様々な試みがなされてきた。しかし、学習特性については個

人差が大きく、複数の学習者が在籍する「教室」での教育ではこれに対応できないのでは

ないかという声もあり、学習者の自律的学習（個人学習）を促進させることで対応しよう

とする「教育の個性化（田中・斉藤 1993）」などが提案されている。 

学習者の自律的学習を促進させることは、学習者の学びにとって非常に有用だと思われ

る。しかし教室は彼らにとって「特別な学びの場」である。「教室」という形態において、

学びを促進させることは本当に難しいのだろうか。教室においてもっと一人ひとりの学習

者の学びを促進させる方法はないのだろうか。筆者は、教室での日本語教育に携わる一人

の教師として、学習者にとって「特別な学びの場」である教室を、一人ひとりの学習者そ

れぞれの学びを促進できるような環境として整えたいと考える。 

それを考える一つの方策として、筆者は学習者の「学ぶ力」に着目する。一人ひとりの

学習者が、教室の中で自らの「学ぶ力」を最大限に生かすことができれば、もっと学びが

進むはずである。そのためには、「学ぶ力」を生かすことのできる環境が必要であり、教師

は、そのような学びが促進される環境をデザインすべきであると考える。そして、そのよ

うな環境を考えるためには、現状の教室においてどのように「学ぶ力」が発揮されている

か（もしくは発揮されていないか）を知る必要がある。 

そこで本研究では、次の２点を目的とする。 

① 教室において学習者がどのように学んでいるかという学習者の「学びのプロセス」を

詳細に描き出すこと 

② そこから、教室の中で学びを促しているものは何か、という「学びを促す要素」を見

出すこと 

 本研究では、学びを「リソースとの相互作用を通して知識が構成されること」、学びのプ

ロセスを「リソースとの相互作用」であると捉える立場をとる。したがって本研究で描き

出す学びのプロセスとは、「学習者が、どんなリソースにどのようにアクセスし、相互作用

を行っているか」ということである。これらを明らかにするため、次の 3 つの観点から観

察及び考察を行う。 

① 教室では何がリソースになっているのか 



 - 3 - 

② 学習者はリソースとどのように相互作用しているのか 

③ 教室における相互作用はどのように学びにつながっているのか 

第 2 章 先行研究―「教室研究」とその視点― 

 これまで、教室とそこで行われている相互作用を分析してきたのは「教室談話研究」の

分野である。教室には、日常生活とは異なる談話構造が認められ、それによって「教室ら

しさ」が作られている、とされる。好井（1999）は、教室も、医療場面や法廷場面同様に

「制度的状況」であるとし、上野（1992）は、教室における談話は、パターンの決まって

いる一種の「言語ゲーム」である、としている。また Mehan（1979）は、このような教

室談話の構造が「I-R-E」の三部構造であることを見出している。 

 これらはいずれも、教室で行われている「ことばのやりとり」、その中でも「教師－ある

学習者」のような二者間のやりとりにのみに着目してそれを分析したものであるが、その

一方で、教室を「場（空間）」として捉え、その視点から教室談話を研究しているものに茂

呂（1991）、文野（2003、2004）などがある。茂呂（1991）は、教室の中には発話スタイ

ルや発話内容によっていくつかの空間の分化が認められるとし、それを「舞台と客席」あ

るいは「舞台中央と舞台裏」のように例えている。文野（2003、2004）もこれに倣うかた

ちで分析し、教室内には「公的」と「私的」の二つの空間の分化があるとしている。上述

の「教室談話研究」における分析では、教室（談話）をパターン化されたものとして静的

に捉えているのに対して、茂呂、文野らは、教室を、常に変化していく動的なものである、

と捉えている。 

 では、教室における相互作用を解明するには、どのような視点で研究すべきだろうか。

茂呂や文野が指摘するように、教室は、二者間の一次元的なことばのやりとりのみで成り

立っているわけではなく、実際にはもっと様々な要素が入り込み、何層にも絡み合って成

り立っているものである。したがって、ことばだけ、二者だけ、またはある行為だけとい

うように一つひとつの要素を取り出して研究しても教室本来の姿は見えてこないと思われ、

それらを空間配置や人間関係をも含めた、切り離せない一体化したものとして捉える視点

が必要なのではないかと考える。本研究においても、様々な要素（ことば、人、行為、な

ど）を切り取らず、一体化したものとして捉え、分析していく。 

第 3 章 調査 

本研究では、日本語の初級レベルの教室において、筆者が「学習支援ボランティア（以

下「ボランティア」）」という立場で教室に参加し、参与観察を行うという方法で調査を行
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った。「ボランティア」は、教室で学習者のすぐ隣に座って共に授業を受け、学習者の質問

に答えたり、会話の相手になったりしながら学習支援を行う立場にある。参与観察は、平

均して週に 1 回、1 コマ～2 コマ行い、その際、学習者の学びの様子をフィールド・ノー

ツにつけ、さらに学習者や他の参加者の了承を得た上で、授業をビデオに録画し、学習者

と「ボランティア」とのやりとり、及び学習者の独り言があればそれも含めてＩＣレコー

ダーに録音した。 

本調査において明らかにしたいことは、①教室内で何がリソースになっているか、②そ

のリソースに学習者がどのようにアクセスし相互作用しているか、③教室における相互作

用がどのように学びにつながっているか、の 3 点である。これらを明らかにするため、フ

ィールド・ノーツは、次の 3 点を中心につけた。 

 １．学習者がリソースにアクセスした、と思われた場面の、リソースになったものと相

互作用の内容、及び結果。 

 ２．学習者が「わかった」という表情、あるいは言動を示した場面で、その助けとなっ

たもの（＝リソース）は何か。またどのように「わかった」に至ったのか、その経

緯。 

 ３．学習者が「わからない」という表情、あるいは言動を示した場面で、その原因は何

なのか、またそれをどうやって解決しようとしたか。 

このような観点から記述したフィールド・ノーツを基に、文字化が必要な部分について

は該当箇所の録音を聞いて文字化し、また外からでは考察不可能な箇所については学習者

本人にフォローアップ・インタビューを行った。 

調査対象としたのは、早稲田大学日本語教育研究センター設置の初級１レベルのクラス、

計４クラスである。調査期間は、各クラスとも 1 学期間（約 4 ヶ月）である。 

第 4 章 データの分析と考察 ―教室ではどのように学びが起きているのか― 

本章では、大きく三つの観点から考察していくことにする。一つ目は、「教室」という学

習環境において何がリソースになっていて、それがどんな意味を持つのか、という「リソ

ース」の観点、二つ目は、学習者がリソースとどのように相互作用し、学んでいるか、と

いう「学習者一人ひとりの学びのプロセス」という観点、そして三つ目は、教室という場

を一つの「共同体」として捉え、その共同体における相互作用がどのように学びにつなが

っているのか、という「共同体における学びのプロセス」という観点である。 

これらの考察の前提となる「教室の特徴」としては、教室には「メインの流れ」と「個
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人の流れ」が存在している1こと、教室における相互作用が「公共に開かれたもの」である

こと、教室活動の内容によって相互作用の構造が異なること、があげられる。 

教室におけるリソースの特徴 

教室において実際に何がリソースになっていたかを分析した結果、教室にいる「人」、教

室の中に存在するあらゆる「モノ」、教室で生起するあらゆる「コト」が、リソースになる

可能性を持っていることがわかった。特に、教師と他の学習者、または学習者と学習者の

ような、他者同士の相互作用（やりとり）が非常に有用なリソースであることが明らかに

なった。主な特徴として挙げられるのは、 

①「メインの流れ」の中で行われていることがリソースになる確率が高い 

②学習者によってリソースになり得るものが異なり、それは学習者の「意識化」に関わ

る問題である 

③教室における相互作用は、人によって生み出される「動的」なものである 

という 3 点である。 

①について、その理由として考えられるのは、「メインの流れ」という、授業の中核をな

している流れの中で行われていることであるから、当然、アクセスする確率が高い、とい

うことである。特に教師に関するものがリソースになっている事例が多いが、それは、学

習者たちは教師が「リソース」であることを（たとえ無意識的にでも）認識している、と

いうことである。②については、たとえ「役に立つこと」が教室内に多くあったとても、

学習者の側がそれを「役に立つもの」と認識することができなければ、つまり「意識化」

されていなければ、何の役にも立たず、活用することができないということである。その

結果、学習者によってリソースになるものが異なる、ということになる。そして③につい

ては、リソースの種類及び事例を見ると、教室におけるリソースは、そのほとんどが「人

と人」とが直接的・間接的に関わり、相互作用する中で生まれてくるものであるというこ

とがわかる。唯一「モノ」である「教材」にしても、ただそこにあるだけでは、何の意味

も持たないただの「モノ」であるが、人がそれを「使う」―アクセスする―ことによって

初めてリソースとしての意味、価値を持つ、ということになる。そう考えれば、これら「教

材」も「人」なしにはリソースになり得ないのである。 

教室では、常に人と人が関わり合っている。つまり言い換えれば、そこでは常に直接的・

                                                  
1 第 2 章で挙げた「空間の分化」が今回の教室でも見られたため、文野（2004）の言う「公的な流れ」

を本稿では「メインの流れ」、「私的な空間」を「学習者個人の流れ」と呼んでいる。（詳細は論文を参照） 
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間接的に相互作用が起こっていると言える。そしてこれらは時間と共に動的に動いていく

ものである。教室におけるリソースが、このような相互作用の中から生まれてくるもので

あるとするならば、それもまた非常に動的なものであると言え、動的であるからこそ、様々

な解釈、様々な発想を生み出し「学び」につながっていくと言えるのではないだろうか。 

学習者一人ひとりの学びのプロセス ―リソースとの相互作用― 

「メインの流れ」を理解するための相互作用 

 学習者は何のためにリソースにアクセスし、相互作用を行うのかといえば、「メインの流

れ」において行われていることを理解するためである、と言える。学習者は、「メインの流

れ」で活動が行われている時には、基本的にはそれにアクセスしている状態である。そし

てその中で行われる教師の話や教室活動の中でわからないことができた場合、それを解決

しようとしてさらに積極的に相互作用をしているということがわかる。「メインの流れ」が

進行中に、一時的に「個人の流れ」に移行して他のリソースと相互作用を行うことがよく

見られるが、これも「メインの流れ」をより理解するための「問題解決」の行為である。  

「メインの流れ」の直接的な参加者になるための相互作用 

「メインの流れ」と一口にいっても、その中で行われている活動は様々であり、活動に

よっては「理解」するだけでなく、「参加」しなければならないものもある。「メインの流

れ」における相互作用の「直接的参加者」になるということは、「聴衆」の前で話さなけれ

ばならないということであり、心理的なプレッシャーもあるため、これを好まない学習者

もいる。教師側としても消極的な学習者に無理強いはできない、ということもある。 

しかし、今回の調査で観察された事例では、学習者は、「メインの流れ」における相互作

用の「直接的参加者」になる、という条件の下では、そこでの「役割」をきちんと果たそ

うとする気持ちが働き、間接的参加者でいる時には見られなかった積極性を持って「メイ

ンの流れ」やボランティアといったリソースにアクセスし、その時の学習項目を理解しよ

うとする姿勢がうかがえた。このように考えると、たとえ半強制的にでも「直接的参加者」

になる場面があるということは、リソースとの相互作用の機会（本稿ではこれを「学びの

チャンス」と呼ぶ）を増やし、学びを促進させることにつながると言える。 

参加者の即興性によって生み出される相互作用 

 これまで見てきたことは、いわば「予定されている活動」における相互作用であるが、

授業には予期していないこと―即興―が存在する。学習者は、この即興から生まれるでき

ごととも相互作用を行い、学んでいる。 
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即興のうちのひとつは、学習者から生み出されるものである。学習者が、教師の想定外

の質問をすることはよくあるが、これがクラス全体にシェアされれば、クラス全体のリソ

ースになり、相互作用を生み出す。質問以外にも、誤答や言い間違い、発音の間違いなど

もリソースになりうる。教師一人の発想には限界があるため、このように学習者側から、

できれば複数の学習者からいろいろな質問や考えを引き出すことができれば、それだけリ

ソースが増え、学びのチャンスが増えることになる。今回の調査でも、一人の学習者の質

問がクラス全体のリソースになった事例が見られたが、もし、このような即興的なできご

とによるリソースが教室に存在しなかったら、教師が予め用意しておいたリソースから学

ぶしかないということになり、学びの幅が広がらない、つまり学びのチャンスが増えない

ということになる。 

もう一つは、教師の即興性である。上述のような、学習者の予期せぬ質問を全体にシェ

アする、ということも含めて、授業中の学習者たちの言動・様子に敏感になり、想定して

いないことにも即興的に対応することによって、またそこに相互作用が生まれ、学びが起

きる。学習者の中には、目の前にあるリソースに気づくことができない者もいる。そのよ

うな学習者が学びのチャンスを逃さないようにリソースを可視化することも重要である。

このように教師が学習者の学びに敏感になり、リソースを可視化させる、気づきを促す、

などの手助けをすることで、より学びのチャンスが増えると言える。 

「教室」としての学びのプロセス ―相互作用はどのように学びにつながるのか― 

「メインの流れ」と「個人の流れ」の関係 

 学習者は、「メインの流れ」と「個人の流れ」を必要に応じて行ったり来たりしているが、

完全に「メインの流れ」から離脱しているわけではない。「メインの流れ」において発生し

た問題を解決するために個人の流れに移行しているということであり、また、教室にいる

限り、基本的には「メインの流れ」の影響を受けない状態になることはないと考えられる。

学習者は、必要に応じて「個人の流れ」に移行し問題を解決できることによって、より「メ

インの流れ」に集中し、理解することができると言える。 

参加者の入れ替わりによる構造の変化 

教室においては、相互作用の参加者が常に入れ替わっていく。相互作用の参加者が入れ

替わるということは、すなわち相互作用の構造が変化するということである。人が入れ替

わり構造が変化すると、同じやりとりをまた違う角度から見ることになり、そこに新たな

見方や発想が生まれ、それがまた誰かのリソースとなり、相互作用を生み出す可能性があ
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る。このように場が動的に変化していくことによって、新たな相互作用が生み出され、学

びを促すと言える。 

相互作用の連鎖 

 相互作用は、教師が半ば強制的に作り出しているものもあれば、学習者の側から自発的

に出てくるものある。いずれにせよ、その一つの相互作用が、それ一つで完結してしまう

ことなく、連鎖的につながっていくことが学びを促すと言える。ある一つの相互作用が、

誰かのリソースになり新たな相互作用を生み、それがまた誰かのリソースになり相互作用

を生み出す・・・というような「相互作用の連鎖」が重要である。 

何が学びを促すのか ―学びを促す要素とは― 

 本研究により見出された「学びを促す」と思われる要素は、次の５つである。 

１．「意識的」なリソースへのアクセスが生み出す「学びのサイクル」 

「メインの流れ」にアクセスする→何か「わからないこと」に気づく→それを解決し

てさらに「メインの流れ」を理解したいと考える、という一連のサイクルがあることが

わかる。この場合の「メインの流れ」というのは、「学びに役立つ（だろう）」と学習者

に認識されているものであるから、学習者はこれらに「意識的」にアクセスしていると

考えられ、この「意識的」である、ということが学びにとって非常に重要な要素である

と言える。 

2．相互作用の「直接的」な参加者になること 

メインの流れにおいて行われていることを「理解」するだけでなく、自分もやりとりを

「産出」しなければならない、つまり相互作用の「直接的な参加者」にならなければなら

ない、という場合には、前項で述べたような、「メインの流れを理解したい」という気持ち

がさらに強まると考えられる。なぜなら、メインの流れにおいて「やりとりする」という

ことは、周りに「聴衆」がいる、ということであり、そのやりとりが誰かのリソースにな

る可能性がある、ということである。学習者からすれば、やはり「失敗したくない」とい

う気持ちが働くと考えられ、失敗しないためには、よく理解しておかなくてはならない、

ということになる。したがって「理解したい」ということへの動機が高まるのではないか

と思われるのである。動機が高まれば、上で述べた「学びのサイクル」が活性化されるこ

とが予想され、これが学びを促すと言える。 

3．教室の「動的」なプロセス 

  一つは、「リソース」が動的であるということである。教室におけるリソースは、「人」
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によって生み出され、相互作用とともに変化していくものである。「変化」するというこ

とは、その過程で新たな発想が生まれたり、新たな視点が加わったりする可能性がある

ということであり、それが連続して起こっている。この「新たな発想」や「新たな視点」

が、教室の中で、誰かのリソースになり学びにつながっていく可能性を持っていると言

える。 

二つ目は、教室の中で相互作用が動的に動いていくことによって、学習者一人ひとりの

相互作用への参加形態、そして「立場」も変わっていく、ということである。相互作用へ

の参加形態によって、「当事者」になったり「聴衆」になったり、というように立場が変

わる。立場が変われば、そこから見えてくるものも違ってくるということである。つまり、

「立場が変わることによる気づき」あるいは「視点の変化」が学びを促す、と言える。 

そして三つ目は、メインの流れにおける相互作用の「参加者」が入れ替わっていくこと、

つまり「相互作用の連鎖」である。「直接的な」参加者そのものが入れ替わることもあれ

ば、参加者が増える、減る、ということもある。また教師によって替えられていく場合も

ある。しかしいずれの場合も、参加者が入れ替わることによって、発想の転換や視点の変

化が起こる。この中には、「自分」にはないものもあると考えられ、これが学びを促すと

考えられる。 

そして最後に四つ目は、「メインの流れ」と「個人の流れ」がある、ということである。

二つの流れがあり、学習者がこれを「行ったりきたり」し、「個人の流れ」において問題

の解決ができることによって、より「メインの流れ」に集中できる、ということが言える。

またいちいち「メインの流れ」をさえぎることなく授業に参加できるため、情意面におい

ても緊張が少ないことも学ぶ上での重要な要素であると言える。 

4．教師の即興的なアレンジによって生み出されるリソース 

   四つ目として、教師が、メインの流れにおいて、学習者の誤用や質問を即興的にアレン

ジすることによって作り出すリソースを挙げる。メインの流れにおいて行われていること

は、重要なリソースになっていると言えるが、かりにメインの流れの中で起こっていても、

そのままではリソースとして機能しないようなものもある。それらの中から、教師は、学

習者たちの「学び」につながると思われるものを見極めてアレンジし、クラス全体のリソ

ースとして作り変えていくことが必要である。そうすることによって、教室全体のリソー

スが増え、したがって学びが促されると言える。 
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5．クラスメートへの興味・関心 

 学習者が教室に来る理由は、もちろん「日本語を学ぶ」ためであるが、「自習室」のよう

な個人学習をする空間でない限りは、必ず人と関わることになる。ましてや、「ことば」を

学ぶ教室では、人への関心なくしてはことばのやりとりは生まれないだろう。もし全く相

手に興味がなかったら、ことばを交わそうとする気持ちも、相手のことを知ろうとする気

持ちも、また何よりも自分のことを話そうとする気持ちも生まれない。したがって、教室

においては、他者への関心、そしてその他者と関係性を構築すること、は外せない要素で

あると言えよう。 

第 5 章 結論 ―「学びを促す教室」のデザインと教師の役割― 

  教室における教師の役割は、学びにつながる相互作用が多くなるように教室をデザイン

し、また学習者がリソースをうまく活用できるようにスキャフォールディングすることで

ある。 

これまでに述べてきたように、相互作用が学びにつながっていると考えると、教師の役

割はそのような相互作用が多く起こるような教室をデザインすることである。一つは、予

めの計画の中にそのような活動を入れておくこと、例えば教師と学習者、または学習者同

士の相互作用が多くなるような活動を組み込んでおく、相互作用の連鎖が起こるように話

題の展開を考える、などである。もう一つは、その場その場で即興的に相互作用の連鎖を

引き起こさせること、たとえば、何か広がりのありそうな内容が学習者から出てきたら、

それを教師とその学習者との二者間のやりとりだけに終わらせずに、もっと複数の学習者

を巻き込んで相互作用の機会を増やすなどすることである。教師がこのように「仕組んで」

無理にでも相互作用を起こさせ、その意義を示していけば、次第に学習者たちが自主的に

できるようになるのではないか。 

 そして、学習者全員がうまくリソースを活用できているわけではない、という問題に対

処するために、リソースの可視化が必要である。教師は、学習者の様子に敏感になり、今

何が必要とされているかを見極めて、リソースにしたほうがいいものを取り上げる。この

ようなことを何度もくり返すうちに、学習者の側が、自らリソースを見つけ、自律的に学

習できるようになっていけることが理想である。 
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